「成人期の当事者家族の交流会」（2018.11.17）
11月17日（土）、計１３名の参加のもと、成人期の当事者家族の交流会を行いました。
当日は一般社団法人セレンディップの事業所見学をさせていただき、自閉症者等知的障がいのある方の就労支援の状況を学びました。　障がいのある方の就労として就労移行、就労継続支援A型・B型といった選択肢がある中、こうした制度を利用してもなかなか就労に安定移行できない状況を何とか変えられないか、そもそもの土台となる生活基盤のスキルを身につける場が必要では、との思いから、生活訓練事業としてセレンディップを立ち上げられたとのことです。　その具体的な取り組みとして、経験を積んでPDCAを回していくプログラムに取り組まれることで利用者が安定的な状況に向かわれること等をご紹介いただき、その後、参加者からの様々な質問にもお答えいただき、参加者の理解もより深まりました。　
見学後のランチ交流会の場におきましても、引き続き参加者からの質問にお答えいただくなど、今回、貴重な時間を割いてご対応いただきましたセレンディップ様に、この場を借りて御礼申し上げます。
＜参加者からの感想＞
· 子どもが高等部2年で卒業後の進路を考える時期に来ている中、就労を安定的に続けられるための取り組みの考え方や内容がとても理解でき、貴重な機会となりました。
· セレンディップ様の話を聴けて貴重な機会になりました。また、先輩のお母さん方のお話がとても参考になりました。気持ちが落ち込むときもありますが、一日を楽しくすごせることが子どもにとっても親にとっても一番大切なことだと思いました。
· 生活訓練の事業所として、就労移行の手前の力をつけようという着眼点が新しいなと思いました。
引きこもりからの一歩として、このような事業所があるのは、ありがたいと思いました。
またスタッフの方の熱い思いや、温かい眼差しが感じられ、見学して良かったと思いました。
ランチの時に、我が家の事を皆さんに親身に聞いて頂き助言を頂いたことで心が軽くなりました。
企画して頂きありがとうございました。
· 今日のお話しで聞かせていただいた「失敗を繰り返しても成功につなげる体験」ということが心に
響きました。
· 若いお母様方の参加もあり、スタッフの方のお話しも分かりやすかったです。　時間が足りない 
くらいでした。　ランチの場所は、先輩のお母さんと若いお母さんが気軽に話せる雰囲気が良か
ったです。
·   お話しを聞いて就労以前の段階で困難を抱えている方が多いことを知りました。　社会に適応
できるように訓練できる事業所の充実が大事だと感じました。
·   利用者さんを焦らず長い目で見ておられる事業所さんに感心しました。私たちの地域にもこのような
事業所さんがあれば、いいなと思いました。
·   目的のために積み上げていくプロセスの大切さ、わが子が様々な経験を通して自分のことを知る
ことや人との関わり方も学び、成長していけたら理想だなと思いました。何よりセレンディップの支
援者の皆さまが利用者の方々と共に試行錯誤されている様子を知ることができ有難い見学会で
した。
·  自立訓練とか生活訓練とか私には知らないワードばかりだったので、少しでも分かったらと思い
参加しました。　見学会後のランチでは、皆さんとゆっくりお話しできたことも良かったです。子育て
はいつまでも嵐のような毎日ではなく落ち着く日も来ること、母である私にも自分のための時間が
取れるようになることなど、先を行く先輩のお母さん達から聞かせていただき元気になれました。　
ありがとうございました。
